
傷の処置 
 
夏休み終了、でもまだ暑く、お子さんは外で遊んですり傷の絶えな

い時期だと思います。今回はケガしたときの応急処置についてのお

話し。 
すり傷の程度にかかわらず、まずやって頂くことは、水で洗い流す

ことです。傷口に残る、ホコリ、砂などは化膿する原因となり治り

を悪くします。しっかりと洗い流してください。水は水道水でかま

いません、ぬらすのではなく、しっかりと洗い流しましょう。 
次に出血の確認となります。わずかな出血であればかまいませんが、

ダラダラと出血が続いている場合は止血優先です、タオルなどで強

めに圧迫して止血しましょう。通常5分程度の圧迫で止血できます。

時計で確認し 5 分圧迫しても出血に改善がなければ、再圧迫し病院

を受診しましょう。 
止血が出来たら傷の処置です。以前はイソジン等消毒薬で患部を消

毒していましたが、消毒薬が皮膚の細胞そのものを傷害する可能性

もあり、水による洗浄を徹底してもらえれば消毒薬は不要です。洗

浄後の傷の処置としては、出来るだけ傷が乾かないようにするだけ

で結構です。具体的には市販のハイドロコロイドゲル（ケアリーブ、

キズパワーパッド等）を貼っておく、もしくはワセリンをキズに塗

って食料品用のラップでカバーしましょう。受傷初期は浸出液も多

いので毎日つけ替えをしましょう。浸出液も出なくなり、創傷面が

テカテカとし、触っても痛みがなくなれば治療終了です。 
先にも述べましたが、出血の止まらない傷、洗っても汚れが落ちな

い汚染の強い傷、動物や人に噛まれた傷等は個人で治療せず病院で

しっかりと診てもらいましょう。 
 


